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第 2 章では，第 1 章で導いた解析結果を実験的に解明するために必要となる装置，むよびコヒーレ
ンスの取扱いについて光学的に検討している。























(1) 光振幅のゆらぎの取扱いに関して， Gauss 光，および，正弦波光を含み，かつ，それらの中間の
状態の光をも，扱える m 分布光モデルを示した。このモデルによる光電子計数分布を示し，従来の
光電子計数分布との比較を行なった。さらに，より一般的な光電子計数分布を導出し，その計数特
性を明らかにした D
(2) PPM光通信方式について一般的な光電子計数分布を適用して誤り率を導出した。すなわち，
i )信号光の強度ゆらぎが小さい程.誤り率は小さい口
i )信号光の強度ゆらぎが大きい場合には，時間・空間モード数が大になると誤り率は小さくなる。
iii) 時間・空間モードは誤り率に対して同等の影響を及ぼす。
iv) 背景雑音光の場合についても，時間・空間モード数が大になると誤り率は小さくなる。
(3) 半導体レーザーがコヒーレント光源として適用できることを確めた。また同時にそのゴヒーレン
ス特性のために散乱粒子によって強度ゆらぎを生ずることを明らかにした。
(4) 強度変調されたレーザ一光の光ファイパ伝搬特性については強度ゆらぎが存在することを実験的
に明らかにし，またこの強度ゆらき守は m 分布を用いて取り扱えることを示した。
(5) 各種光源による強度ゆらぎの特性を調べた結果，光源のコヒーレンス特性が良好な程，伝搬光の
強度ゆらぎが顕著にあらわれることを明らかにした。この結果，低速度ディジタル光ファイパ通信
では光源として発光ダイオードの如くスペクトル幅の広い光源が良好な特性を示すことを明らかに
した。
以上のように本論文は光通信ならびに光応用計測について多くの知見を示し，応用光学の分野にわ
いて貢献するところ大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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